
好な滑り出し！！

ら、ごみの有料指定袋制が郡内で一斉にスター

後、最初のごみ収集日となった1月4日、町
－ションは、指定袋のピンク1色に染まり、

な滑り出しを見せたといえるでしょう。

持つごみ収集業者の話によれば、「町内のごみ

った時点では、遠賀町の皆さんは、非常に意

んどと言っていいくらい指定袋で出してい

，また、年始にもかかわらずごみの量もか

与至霊　なり減っているように思われます。。ということです。

韓
今後とも、この制度への皆さんのご理解とご協力をお願

いいたします。
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軍二 

2カ月（こ1度

勉強会を行っています

鬼津老人会会長
内田　勝久さん

工夫しだいでごみの
減量化は図れるんですね

へ

鬼津老人会副会長
門司　勝吉さん

勉強会の　ト
ようす

私
た
ち
も
ご
み
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
し
た

－
鬼
津
区
老
人
会

1
2
月
1
8
日
、
鬼
津
区
老
人
会
　
（
内
田

勝
久
会
長
以
下
七
十
一
人
）
　
が
鬼
津
公

民
館
で
　
「
私
た
ち
も
ご
み
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
」
と
講
師
に
町
長
を
招
い

て
ご
み
の
勉
強
会
を
開
き
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
三
十
七
人
は
、
〝
全

国
的
に
急
増
す
る
ご
み
の
量
は
、
私
た

ち
が
住
む
遠
賀
郡
に
お
い
で
も
例
外
で

は
な
く
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
て

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
ど
の
よ
う
に

考
え
る
べ
き
か
、
何
を
す
べ
き
か
〟
な

ど
と
い
っ
た
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

老
人
会
で
は
、
2
か
月
に
一
度
い
ろ

い
ろ
な
テ
ー
マ
で
勉
強
会
を
行
っ
て
い

ます。勉
強
会
と
言
っ
て
も
堅
苦
し
い
も
の

で
は
な
く
、
交
代
で
手
料
理
を
持
ち

寄
っ
て
会
食
を
し
た
り
、
会
話
を
楽
し

ん
だ
り
す
る
こ
と
が
目
的
な
ん
で
す

が
、
今
回
は
、
町
長
か
ら
ご
み
問
題
に

つ
い
て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
今
後
、

私
た
ち
の
ご
み
に
対
す
る
考
え
方
も
変

わ
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

老
人
会
の
皆
さ
ん
の
話
に
よ
れ
ば
、

鬼
津
区
で
は
ご
み
の
受
持
ち
は
、
年
寄

り
に
ま
か
さ
れ
て
い
る
家
庭
が
多
い
よ

う
で
す
。
で
す
か
ら
有
料
指
定
袋
制
に

な
り
、
ど
れ
だ
け
経
費
の
節
減
を
す
る

か
は
、
私
た
ち
の
腕
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
（
笑
）

町
長
の
話
の
中
で
、
ご
み
の
減
量
化

に
つ
い
て
の
説
明
は
、
み
ん
な
目
を
輝

か
せ
て
い
ま
し
た
よ
。
特
に
、
生
ご
み

を
天
日
干
し
に
し
て
、
水
分
を
除
く
と

い
う
話
に
は
、
な
る
ほ
ど
と
う
な
ら
さ

れ
ま
し
た
。

工
夫
し
だ
い
で
、
ご
み
の
減
量
化
は

図
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
つ
く
づ
く

感
じ
ま
し
た
ね
。



住宅ローンなどのうち建物部分の

年末残高2，000万円以下の部分×

1％十年末残高2，000万円を越え

る3，000万円以下の部分×0．5％

＝住宅取得等特別控除

最高25万円まで（税額控除）

い
つ
も
間
際
に
を
っ
て
あ
わ
で
て
い
ま
せ
ん
か
。

税
の
申
告
は
正
し
く
革
め
に
ノ

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

遠
賀
町
で
は
次
の
日
程
で
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
県
民
税
の

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人
は
も
れ

な
く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

汝
の
よ
。
つ
。
嫁
入
は
必
ず

橿
…
定
回
。
豊
田
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
四
年
中
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

な
ど
の
合
計
所
得
全
額
が
所
得
控
除

（
基
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控

除
な
ど
）
　
の
合
計
額
を
超
え
る
人

●
給
与
所
得
者
で
次
の
よ
う
な
人

①
給
与
の
年
収
が
二
、
五
〇
〇
万
円
を

超
え
る
人

②
二
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

る
人

③
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

全
額
の
合
計
が
二
〇
万
円
を
超
え
る

人な
お
、
白
色
申
告
者
で
事
業
所
得
や

不
動
産
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る
人
は

確
定
申
告
蕾
に
収
支
内
訳
蕾
を
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
が
、
期
限
ま
で
に
申
告
し
な
か
っ
た

り
間
違
っ
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
確
定
申
告
を
し
て
所
得
税
を
納

め
た
人
や
、
事
業
所
得
な
ど
が
あ
る
人

ま
た
、
昨
年
中
に
不
動
産
な
ど
の
譲
渡

が
あ
っ
た
人
に
は
、
若
松
税
務
署
か
ら

申
告
書
が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

申
告
の
期
日
が
町
県
民
税
の
申
告
と

異
な
り
ま
す
の
で
、
指
定
の
期
日
に
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

特
に
譲
渡
所
得
申
告
の
人
は
、
役
傷

会
場
で
の
申
告
受
け
付
け
が
二
日
間
だ

け
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

●
配
偶
者
結
別
控
除
に
つ
い
て

配
偶
者
特
別
控
除
の
額
は
、
配
偶
者

の
所
得
額
に
応
じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
は
配
偶
者
の
所
得
額
が
わ
か
る

も
の
　
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）
　
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

○
確
定
申
告
の
受
付
け

●
時
間
　
午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
4
時

●
場
所
　
役
場
2
階
大
会
議
室

回
。
讐
回
を
す
る
と
所
得
税
が

還
付
さ
，
れ
る
こ
と
葛
が
一
の
り
ま
す

●
日
経

2
月
1
7
日
㈱

1
8
日
㈱

1
9
日
㈱

3
月
1
日
旧

2
月
1
9
日
㈲

3
月
1
日
伯

若
松
税
務
署
よ
り
所

得
税
確
定
申
告
聾
の

送
付
が
あ
っ
た
人
で

特
に
日
時
の
指
定
が

な
い
人
は
上
記
の
い

ず
れ
か
の
日
に
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

給
与
所
得
者
で
確
定
申
告
を
す
る
必

要
の
な
い
人
で
も
、
次
の
よ
う
な
人
は

確
定
申
告
を
す
る
と
、
源
泉
徴
収
ざ
れ

た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

①
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融
公
庫

な
ど
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
の
融
資
を
う

け
て
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
得
し
た
人

②
病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
療
費

を
払
っ
た
人

㊥
雷
諾
講
評
詰

改
築
な
ど
を
し
た
と
き
に
は
、
確
定
申

告
を
す
れ
ば
、
入
居
し
た
年
か
ら
六
年

間
、
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
人
は
、

一
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
二
年
目

か
ら
は
年
末
調
整
で
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。
●
控
除
額
の
計
算
は



（A）負担した医療費＝4年

中に支払った医療費の総額一

保険金などで補てんされた金
額

（B）10万円またはとの年内

の所得額の5％のどちらか少

ない金額

医療費控除額＝（A）－（B）

最高200万円まで（所得控除）

田園園田田園園田田園園田田園田園園田園田田園圏園田

指定の日にお願いします

圃回国閉園
町県民税の申告が必要と思われる人には、郵便で
「町県民税の申告案内」をお送りします。通知書に

書かれている必要書類などを整理して、通知書といっ
しょにお持ちください。

また、平成4年中に遠賀町に転入された人や、申
告案内の通知書が届いていない人でも平成4年中に
収入のあった人は、居住されている区の申告日に申
告をしてください。
なお、所得税の確定申告をされた人は、町県民税
の申告の必要はありません。

看町県民税の申告受け付け
●　日　程

2月17日㈱　遠賀川

18日㈱　新町

19日㈱　中央

22日（月）島津、鬼津

23日㈹　若松、尾崎

24日㈱　田園

25日休）松ノ本

26日給）別府、千代丸

3月1日（月）今古賀

2日㈹　広渡、道官
3日㈱　旧偉、若葉台、老良
4日㈱　木寺、上別府

5日㈲　東和苑
8日（月）浅木

9日㈹　東町、西町、芙蓉
10日㈱　虫生活

墨嘗〉語器慧ことが
●時　　間　午前9時～12時

牛後1時～4時

●受付場所　役場2階大会議室

お間Ll合わせは役嬉税務穣℡（293）1234へ

田園園田田園田園田園田園田園園田田園園田田園田園

く交通〉豊満鑑諾分

一、i＼＼

●
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件
は

①
住
宅
取
得
後
六
か
月
以
内
に
入
居
し

引
き
続
い
て
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
住
宅
の
床
面
積
が
、
四
〇
証
以
上
、

二
二
〇
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と

⑨
控
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
、

二
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

④
住
み
始
め
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
二

年
内
に
、
居
住
用
財
産
の
譲
渡
所
得

の
特
別
控
除
や
買
換
え
　
（
交
換
）
　
な

ど
の
課
税
の
特
例
を
受
け
て
い
な
い

か
、
ま
た
は
受
け
な
い
こ
と

⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
ロ
ー
ン
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
、
建
設
業
者
な

ど
か
ら
購
入
し
た
場
合
の
債
務
を
賦

払
い
の
方
法
で
支
払
っ
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
返
済
期
間
が
十

年
以
上
で
、
し
か
も
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
す
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、
築

十
年
以
内
の
建
物
で
、
使
用
さ
れ
た

こ
と
が
あ
る
こ
と

⑧
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

工
事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
る
増
改

築
、
大
規
模
な
修
繕
で
あ
る
こ
と

●
必
要
な
添
付
害
類
は

①
住
民
票
の
写
し

②
登
記
事
項
証
明
書
、
請
負
契
約
書
や

売
買
契
約
書
な
ど
、
建
物
の
取
得
年

月
日
・
床
面
積
・
価
格
な
ど
を
示
し

た
書
類

③
住
宅
取
得
資
金
等
に
係
る
借
入
金
の

年
末
残
高
等
証
明
書

④
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
、
さ
ら
に
、

建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
検
査
済

証
の
写
し
、
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交

付
を
受
け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑤
源
泉
徴
収
票

⑰
彊
諜
彊
招
補

告
を
す
れ
ば
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。医
療
費
と
は
、
診
療
や
治
療
を
ど
を

受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
な
費
用
で
、

美
容
整
形
や
健
康
診
断
の
費
用
、
健
康

増
進
の
た
め
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
な
ど
の
購

入
費
用
は
、
医
療
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
控
除
額
の
計
算
は

●
必
要
な
添
付
書
類
は

①
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

②
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

わ
か
る
書
類

③
源
泉
徴
収
票

田
圏
内
M
－
田
圃
田
圃
田
圃
田
圃
田
圃
田
内
的
田
圃
隠
田
園
田
圏
圏
内
M
］
圏
圏
内
M
】
田
園
隅
田
田
園
田
園
綱
田
田
園
田
内
M
］
田
圃
園
田
田
園
田
圃
園
田
田
圃
団

固
凹固

S
還
付
申
告
の
受
付
け

●
受
付
日
　
2
月
4
日
㈱

2
月
5
日
㈲

●
時
　
間
　
午
前
9
時
～
1
2
時

午
後
1
時
～
4
時

●
場
　
所
　
役
場
2
階
第
三
会
議
室

臆
還
付
金
の
受
取
り
方

還
付
金
は
、
金
額
の
多
少
に
か
か
わ

ら
ず
本
人
名
儀
の
金
融
機
関
口
座
へ
振

り
込
み
と
な
り
ま
す
。
金
融
機
関
名
、

預
金
の
種
類
、
口
座
番
号
な
ど
を
確
認

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

●
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
、
若
松
税
務
署

℡
　
（
1
6
1
）
　
2
5
3
6
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

集
中
還
付
申
込
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す

●
会
場
　
北
九
州
市
立
商
工
貿
易
会
館

●
期
間
　
2
月
1
日
㈲
－
3
月
1
5
日
㈲

土
曜
・
日
曜
・
祝
日
は
除
く

●
受
付
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
持
っ
て
い
く
も
の
　
源
泉
徴
収
票
や

領
収
証
・
証
明
証
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
若
松
税
務
署

℡
　
（
1
6
1
）
　
2
5
3
6

隠
隅
帯
出
園
田
田
園
綱
］
田
園
隠
田
㈲
］
田
圃
聯
－
田
圃
田
圃
㈲
］
隠
隠
］
圏
期
－
内
田
田
園
圃
約
〇
田
園
田
内
M
臨
調
議
団
駆
－
綱
］
隠
］
隅
田
田
圃
田
内
出
田
園
田
田
内
田
内
的
田
圃
圏



く出の
HⅦⅦ周囲㈱雌的糊N

情報

圏
町　県　民　税（4期）
国民健康保険税（4期）

1月18日記）一2月1日旧）

守られていますか…

－人　権－

人権擁護委員の紹介

原田清和氏

昭和5年11月15日生まれ

住所　遠賀町大字老良七七番地

本町から法務省に推薦し

ていました原田清和氏が

平成4年12月15日付を

もって法務大臣から人権

擁護委員に任命されまし

た。

イ

西
紀
。
謎
圃

危
険
物
取
扱
者
試
験
が

行
わ
れ
ま
す

●
と
　
き
　
3
月
1
4
日
㈲
午
前
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
大
学

●
試
験
種
類
　
乙
種
第
四
類

●
願
書
受
付
場
所
・
受
付
期
間
　
①
遠

賀
郡
消
防
本
部
　
2
月
3
日
ま
で

②
北
九
州
市
消
防
局
　
2
月
3
日
～

4
一
日

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
課
予
防
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
1

●
通
信
制
誤
植

入
学
願
書
受
付
＝
3
月
2
6
日
㊥
～
4
月

2
日
㈲
午
後
4
時

合
否
決
定
＝
入
学
願
書
受
付
時
に
実
施

す
る
面
接
と
書
類
審
査
に
よ
り
決
定

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
教
育
庁
指
導

第
一
部
高
校
教
育
課
℡
0
9
2
　
（
6

5
1
）
　
1
1
1
1
代
表

て
支
払
い
ま
す

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
八
二
一

福
岡
市
博
多
区
束
公
園
七
の
七
　
福

岡
県
総
務
部
広
報
課
公
聴
係
「
県
政

モ
ニ
タ
ー
」
担
当
℡
0
9
2
　
（
6
5

1
）
　
1
1
1
1
代
表

平
成
5
年
度
福
岡
県
公
立
高
等
学
校

定
時
制
・
通
信
制
課
程
の
生
徒
募
集

●
定
時
制
課
程

入
学
願
書
受
付
＝
2
月
1
5
日
㈲
－
2
2
日

㈲
正
午

学
力
検
査
日
I
I
3
月
1
0
日
㈱

学
力
検
査
教
科
＝
国
語
、
数
学
、
社
会
、

理
科
、
外
国
語
（
英
語
）

平
成
5
年
度
県
政
千
一
一
夕
I
を

募
集
し
ま
す

●
応
募
資
格
　
県
内
に
居
住
す
る
二
十

歳
以
上
の
人
　
（
国
、
地
方
公
共
団
体

の
議
員
、
常
勤
の
公
務
員
、
県
政
モ

ニ
タ
ー
経
験
後
五
年
以
内
の
人
を
除

－＼）
●
任
　
期
　
平
成
5
年
4
月
か
ら
平
成

6
年
3
月
ま
で

●
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
、

電
話
番
号
、
「
県
政
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
事
項
」
を
記
入
の
う
え
投
函

し
て
く
だ
さ
い

●
申
込
み
期
間
　
2
月
1
日
㈲
1
2
8
㈲

当
日
消
印
有
効

●
謝
　
礼
一
万
二
千
円
を
限
度
と
し

ゼ
ロ
災
害

免
許
取
得
が
第
一
歩

九
州
安
全
衛
生
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す

る
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
各
種
免

許
試
験
に
つ
い
て
平
成
5
年
度
上
期

（
本
年
4
月
－
9
月
）
　
の
試
験
日
程
が

決
ま
り
ま
し
た
。
ボ
イ
ラ
ー
技
師
、
ク

レ
ー
ン
運
転
士
や
エ
ッ
ク
ス
線
作
業
主

任
者
な
ど
十
人
種
類
の
試
験
が
行
わ
れ

ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ
　
九
州
安
全
衛
生
セ
ン

タ
ー
℡
0
9
4
2
　
（
4
3
）
　
3
3
8

1
ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署

▽
と
　
き
　
2
月
2
5
日
㈱
2
6
日
㈲
午
前

1
0
時
～
午
後
5
時

▽
定
　
員
　
二
十
人

▽
受
講
料
　
四
千
円

●
ア
ー
ク
溶
接
特
別
教
育

▽
と
　
き
　
2
月
2
0
日
出
－
2
2
日
㈲
午

前
9
時
－
午
後
5
時

▽
定
　
員
　
十
人

▽
受
講
料
　
二
千
円

●
問
い
合
わ
せ
　
八
幡
技
能
開
発
セ
ン

タ
ー
℡
　
（
6
4
1
）
　
4
9
0
6

圃
固
園
固

す
。
満
了
日
ま
で
の
一
年
間
に
申
請

す
る
こ
と
に
よ
り
更
新
で
き
ま
す
。

●
海
技
免
状
の
失
効
　
四
級
小
型
船
舶

操
縦
士
免
状
の
引
換
え
と
更
新
の
手

続
き
期
間
経
過
後
は
海
技
免
状
が
失

効
し
、
そ
の
免
状
で
は
引
き
続
き
船

舶
に
乗
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
免
状
が
失
効
し
た
人
は
、

失
効
再
交
付
講
習
を
受
講
し
て
再
交

付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
九
州
運
輸
局
船
舶
職

員
課
　
　
℡
　
（
3
3
2
）
　
8
0
9
4

能
開
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
生
を

募
集
し
ま
す

●
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
と
検
証

事
例

海
技
免
状
を
お
持
ち
の
み
な
さ
ん
へ

四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
状
の
引
換
え

と
更
新
の
お
し
ら
せ

●
四
級
小
型
船
舶
操
縦
士
免
状
の
引
換

え
　
昭
和
5
5
年
4
月
1
日
～
昭
和
5
8

年
4
月
2
9
日
に
旧
四
級
小
型
船
舶
免

状
の
交
付
を
受
け
た
人
は
3
月
3
1
日

迄
に
引
換
え
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
更
　
新
　
現
に
交
付
を
受
け
て
い
る

海
技
免
状
の
有
効
期
限
は
5
年
で

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま
す

●
対
象
者
　
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
で

受
診
を
希
望
す
る
人

●
実
施
期
間
　
西
日
本
産
業
衛
生
会
北

九
州
健
診
診
療
所
〔
小
倉
北
区
大
門

一
－
六
－
十
二
℡
　
（
5
6
1
）
　
0
0

3
0
〕

●
実
施
期
間
　
2
月
8
日
㈲
～
1
9
日
㊥

午
前
8
時
0
0
分
～
日
時
、
午
後
1
時

～
3
時
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
は
除

●
受
診
料
　
無
料



1　日 �1時間 

5，038円 �630円 

4．900円 �613円 

4．982円 �623円 

4，786円 �599円 

自動車小売菜 �5，022円 �628円 

「ヽ

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
環
境
部

健
康
増
進
課
老
人
保
健
係

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
1
1
6

ご
存
じ
で
す
か

福
岡
県
の
最
低
賃
金

福
岡
労
働
基
準
局
で
は
、
昨
年
1
0
月

1
日
発
効
の
福
岡
県
地
域
別
最
低
賃
金

の
他
五
つ
の
産
業
別
最
低
賃
金
を
改
正

決
定
し
、
1
2
月
2
5
日
か
ら
2
8
日
に
か
け

て
発
効
し
ま
し
た
。

●
福
岡
県
地
域
別
最
低
賃
金
は
…

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
償
還
金
の
口
座

振
替
制
度
が
4
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

●
対
象
者
　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
償
還

金
の
口
座
振
替
希
望
者

●
申
込
み
手
続
き
　
口
座
振
替
依
頼
書

に
金
融
機
関
の
証
明
を
受
け
福
祉
事

務
所
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
受
　
付
　
随
時

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
福
祉
事
務
所
母

子
福
祉
担
当
係
℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1
2
1

園
開
聞
開
園

●
産
業
別
最
低
賃
金
は
…

遠
賀
町
婦
人
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
参
加
チ
ー
ム
募
集

●
と
　
き
　
3
月
7
日
伯

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
、
遠
賀
町
民
体
育
館

●
競
技
方
法
　
試
合
球
は
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
球
を
使
用
し
、
予
選
は
リ
ー
グ

戦
、
決
勝
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
行
い

ま
す
。

●
チ
ー
ム
編
成
　
監
督
一
人
、
選
手
は

町
内
在
住
の
婦
人
六
人
以
内

●
申
込
み
締
切
り
　
2
月
2
0
日
㊥

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
町
勤

労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
内
体
育
協
会
事

務
局
　
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
5
4
3
4

①
マ
ラ
ソ
ン
大
会
＝
3
月
2
1
日
㈲
午
前

9
時
特
分
か
ら
。
対
象
は
、
中
学
生
以

上
の
人
。
参
加
費
は
、
大
人
千
円
、
高

校
生
三
百
円
、
中
学
生
二
百
円
。

1
0
血
、
5
k
m
、
3
k
m
の
部
が
あ
り
ま
す
。

②
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
＝
▼
サ
イ
ク
リ

ン
グ
…
…
3
月
2
8
日
㈲
午
前
9
時
か

ら
。
対
象
は
、
小
学
生
以
上
の
人
　
（
小

学
生
は
、
保
護
者
同
伴
）
。
参
加
費
は

大
人
千
円
、
小
・
中
学
生
二
百
円
。

4
0
山
、
2
0
k
m
の
部
が
あ
り
ま
す
。

▼
一
輪
車
競
技
…
…
3
月
2
7
日
出
午
前

9
時
か
ら
。
対
象
は
、
小
・
中
学
生
。

参
加
費
は
、
二
百
円
。
m
m
走
、
2
0
m

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
3
k
m
マ
ラ
ソ
ン
の
一
部

が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
方
法
　
申
込
み
書
に
参
加
料

と
返
信
用
封
筒
、
切
手
を
添
え
て
申

込
み
。
申
込
書
は
北
九
州
市
の
各
区

役
所
市
民
相
談
室
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
先
　
〒
8
0
3
　
小
倉
北
区

大
手
町
一
の
一
北
九
州
市
都
市
整

備
公
社
　
℡
　
（
5
8
2
）
　
3
1
4
5

●
申
込
み
締
切
り
　
2
月
1
5
日
　
（
当
日

消
印
有
効
）田
　
も

●
と
こ
ろ
　
飯
塚
コ
ス
モ
ス
コ
モ
ン

●
西
瀬
戸
短
歌
交
流
大
会
　
3
月
1
3
日

㈲
午
前
1
0
時
5
0
分
～
午
後
3
時

内
容
＝
選
者
講
評
、
表
彰
、
馬
場
あ

き
子
さ
ん
の
講
演

●
西
瀬
戸
吹
奏
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

3
月
1
4
日
㈲
午
後
0
時
0
0
分
－
4
時

内
容
＝
西
瀬
戸
各
県
吹
奏
楽
団
の
演

奏
、
合
同
演
奏

●
申
込
み
先
　
〒
八
一
二
　
福
岡
市
博

多
区
束
公
園
七
の
七
　
福
岡
県
教
育

庁
文
化
課
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
係

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
0
0
3

曝
田
○
㈲
註

タ
ン
ボ
ー
ル
は

廃
品
回
収
へ

ダ
ン
ボ
ー
ル
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

る
大
切
な
資
源
で
す
。
地
区
の
廃
品
回

収
な
ど
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
ご
み
と
し
て
出
す
場
合
は
、

必
ず
指
定
袋
（
も
え
る
ご
み
用
）
　
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
袋
に
入
っ
て

い
な
い
ダ
ン
ボ
ー
ル
は
収
集
で
き
ま
せ

ん。

臆

妊

婦

用

談

●
と
　
き
　
2
月
1
日
佃

午
後
1
時
5
0
分
－
3
時
0
0
分

●
受
　
付
　
午
後
1
時
2
0
分
～
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
役
場
保
健
室

●
内
　
容
　
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
、

産
前
・
産
後
の
知
識
、
妊
婦
体
操
と

お
産
の
補
助
動
作

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑
　
（
母
子
健

康
手
帳
の
受
領
者
の
み
）

●
料
　
金
　
無
料

鵜

乳

児

相

談

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
労
働
基
準
局
賃

金
課
℡
0
9
2
　
（
4
1
1
）
　
4
5
1

8
又
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

北
九
州
グ
リ
ー
ン
・
フ
ラ
ワ
ー
＆
ヘ
ル

シ
ー
フ
ェ
ス
タ
の
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

い
ず
れ
も
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
　
（
北
九

州
市
若
松
区
）
　
で
。

ル
に
で
か
け
ま
せ
ん
か

参
加
希
望
の
人
は
入
場
整
理
券
が
必

要
（
短
歌
の
出
詠
者
は
不
要
）
　
で
す
の

で
ハ
ガ
キ
で
2
月
末
日
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
み
を
焼
却
す
る
と
き
は
、
隣
近
所
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。
特
に
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
や
ビ
ニ
ー

ル
は
焼
却
す
る
と
黒
煙
や
悪
臭
が
出
ま
す

の
で
、
で
き
る
か
き
り
可
燃
ご
み
と
し
て

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
　
き
　
2
月
9
日
㈹

午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
∴
象
　
生
後
3
か
月
～
6
か
月
児

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導
、
離
乳
食
指
導
と
試
食

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
か
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
診
セ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。



〆

人のぅごき
平成4年12月末日現在（）は前月比

●世帯数　　　　●人　口
5，435（＋23）　18．396（＋63）

●男……　8，790　●女……　9，606

●転入……109　●転出・……‥44

●出生…‥・…　9　●死亡……　11

聞
こ
え
で
ま
す
か
？
　
あ
な
た
の
か
ら
だ
の
S
O
S

揺
翁
器
画
◎
念
㊨
◎
要
語
績
諒

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
の
い
わ
ゆ
る
三
大
成
人
病
は
、
死
亡
順

位
の
上
位
三
つ
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
病
に
よ
る
死
亡
者

は
、
平
成
三
年
で
全
国
の
死
亡
者
総
数
約
八
十
三
万
人
の
う
ち
六
割
、

約
五
十
一
万
人
を
数
え
ま
す
。
成
人
病
で
な
く
な
る
人
は
、
家
庭
で

は
大
黒
柱
で
あ
り
、
社
会
で
は
重
要
な
地
位
に
あ
る
方
々
か
ほ
と
ん

ど
で
す
。
「
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
」
と
、
過
信
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

二
月
一
～
七
日
は
÷
成
人
病
予
防
週
間
」
で
す
。
今
年
の
標
語
は
、

「
聞
こ
え
て
ま
す
か
？
あ
な
た
の
か
ら
だ
の
S
O
S
L
　
で
す
。

①
い
ろ
い
ろ
食
べ
て
成
人
病
予
防

②
日
常
生
活
は
食
事
と
運
動
の
バ

ラ
ン
ス
で

③
減
塩
で
高
血
圧
と
胃
が
ん
予
防

④
脂
肪
を
減
ら
し
て
心
臓
病
予
防

⑤
生
野
菜
、
緑
黄
色
野
菜
で
が
ん

予
防

⑥
食
物
繊
維
で
便
秘
・
大
腸
が
ん

を
予
肪

⑦
カ
ル
シ
ウ
ム
を
十
分
と
っ
て
丈

夫
な
骨
づ
く
り

⑧
甘
い
も
の
は
程
々
に

⑨
禁
煙
、
節
酒
で
健
廠
長
寿

山
本
治
平
ち
ゃ
ん

平
成
4
年
1
月
2
8
日
生
ま
れ

（
鵬
二
部
）
さ
ん
長
男

三
大
成
人
病
の
う
ち
死
亡
順
位
の
第

一
位
は
が
ん
で
、
平
成
三
年
は
全
死
亡

率
の
二
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん

に
よ
る
死
亡
は
着
実
に
増
え
て
お
り
、

そ
の
勢
い
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
な
い

だ
ろ
う
と
い
わ
れ
ま
す
。

従
来
多
か
っ
た
胃
が
ん
子
宮
が
ん
が

減
少
し
、
か
わ
っ
て
肺
が
ん
や
乳
が
ん

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
食

生
活
や
生
活
習
慣
の
欧
米
化
が
原
因
で

は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん

は
正
常
細
胞
が
が
ん
細
胞
に
変
化
し
、

増
殖
し
て
起
こ
る
病
気
で
あ
り
、
「
こ

う
す
れ
ば
か
か
ら
な
い
」
と
言
い
切
れ

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ

砂
の
亀
岡
≪
提
⑤
◎
聡
め
㊨

こ
て
紹
介
す
る
十
二
か
条
は
、
い
ま
ま

で
の
研
究
か
ら
分
か
っ
て
き
た
事
実
で

す
。
毎
日
の
生
活
の
参
考
に
し
て
く
だ

さい。食
生
活
と

生
活
習
慣
を
見
直
そ
う

心
臓
病
に
よ
る
死
亡
は
ほ
ほ
横
ば

い
、
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

心
臓
病
は
、
弁
膜
症
な
ど
の
リ
ウ
マ

チ
性
心
疾
患
が
減
り
、
狭
心
症
や
心
筋

梗
塞
と
い
っ
た
虚
血
性
心
疾
患
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
増
え
て
き

た
理
由
は
、
食
生
活
の
変
化
や
ス
ト
レ

ス
の
増
加
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
と

る
②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
す
ぎ
は
さ
け
、
脂
肪
は
ひ

か
え
め
に

④
お
酒
は
ほ
と
ほ
と
に

⑤
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

⑥
食
べ
も
の
か
ら
通
達
の
ピ
タ
ミ

ン
と
繊
維
質
の
も
の
を
多
く
と

る
⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
細

い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意

⑲
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑪
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

す
。
欧
米
諸
国
で
は
、
心
臓
病
が
死
亡

順
位
の
第
一
位
を
占
め
る
国
が
多
い
の

で
す
か
、
日
本
の
疾
患
構
造
も
欧
米
並

み
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
が
。高
血
圧
対
策
と
し
て
減
塩
運
動
が
進

み
、
塩
分
を
控
え
た
食
事
が
浸
透
し
て

き
た
の
で
、
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が

よ
く
な
り
脳
出
血
が
減
少
し
、
脳
卒
中

全
体
の
死
亡
は
減
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
死
に
至
ら
な
い
ま
で
も
、
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
必
要
と
す
る
患
者

数
は
増
え
て
い
ま
す
。

心
臓
病
や
脳
卒
中
は
、
が
ん
と
違
っ

て
自
分
が
気
を
つ
け
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
で
し
ょ
う
か
。
大
切
な
の
は
、
バ
ラ

ン
ス
よ
く
栄
嚢
を
と
り
、
適
度
な
運
動

を
し
て
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
こ
と

で
す
。
こ
れ
を
、
成
人
病
の
一
次
予
防

と
い
い
ま
す
。
火
事
で
い
え
ば
〝
火
の

用
心
〟
　
に
よ
る
〝
出
火
予
防
〟
　
で
す
。

と
き
に
は
注
意
し
て
い
で
も
、
成
人

病
に
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

と
き
は
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
決

め
手
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
二
次
予
防

と
い
い
、
火
事
で
い
え
ば
〝
初
期
消
化
〟

に
よ
る
〝
全
焼
・
延
焼
阻
止
〟
　
で
す
。

一
一
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
り

生
活
リ
ズ
ム
を
保
と
う

成
人
病
は
、
習
慣
病
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
積
み
重
な
り
で
、

発
病
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
病
気
に

な
っ
て
か
ら
、
「
そ
う
い
わ
れ
て
み
れ

ば
」
と
い
う
心
当
た
り
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
病
気
に
な
る
前
に
大
切
な

の
は
、
①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
嚢
を

と
る
こ
と
　
②
適
度
な
運
動
を
す
る
こ

と
　
③
十
分
な
休
饗
を
と
る
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
適
切
な
生
活
の
リ
ズ
ム

を
保
つ
こ
と
で
す
。
い
ま
か
ら
で
も
、

遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
最
近
ち
ょ
っ
と
変
だ
な
」

と
思
わ
れ
る
人
は
、
す
ぐ
に
病
院
に

行
っ
て
検
査
を
受
け
て
み
て
く
だ
さ

い
。
あ
な
た
だ
け
の
体
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
「
成
人
病
予
防
週
間
」
を
機
会
に
、

日
ご
ろ
の
生
活
を
振
り
返
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「
ポ
ク
治
平
だ
よ
。
椅
子
に
の
ぽ
っ

た
り
ビ
デ
オ
に
さ
わ
っ
た
り
い
た
ず

ら
が
大
好
き
。
マ
マ
は
毎
日
八
ラ
八

ラ
ト
キ
ト
キ
た
っ
て
。
春
に
な
っ
た

ら
一
緒
に
遊
ぼ
う
ね
。
」
　
（
中
央
区
）


